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インプロワークショップにおける児童の発話の特徴
―話題継続に着目した探索的検討―

太田礼穂（青山学院大学）
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問題と目的

本研究の目的は，インプロワークショップを通

じて，そこに参加する児童らの発話内容がどのよ

うに変容したかを明らかにすることである。近年，

俳優が台本なしで舞台に立ち観客から示されたお

題やキーワードから即興的に演じる「インプロ」

が，創造性や学習―発達研究で注目されている

。このイ

ンプロの成立構造には，子どもがごっこ遊びで現

実の制約をこえて頭一つ背伸びするプロセスとの

共通点や ，状況を資源とした「計画と即興

の組み合わせを含むダイナミックなプロセス」

（ ）による集合的創造の

成り立ちとの共通点があると指摘されている。た

だしこの理論的仮説を検証する研究は未だ少ない

（Göncü & Perone, 2005）。本研究では，頭一つ背

伸びするプロセスが，インプロ・ゲームのような

遊びの構造の中で，いかに集合的に達成されるか

を探索的に分析することとする。

 
方 法 

調査対象者 関東圏の附属小学校の４年次帰国子

女クラスの児童（男子２名，女子２名）。 
手続き 対象校ならびに学級担任に研究協力を仰

ぎ 年の 年間，フィールドワークを中心に

したアクションリサーチを実施した。分析対象と

したワークショップは下記の手順で設計した。ま

ず教室の観察調査と学級担任へのインタビューを

もとに外部専門家と核になるコンセプトを創出し，

これを更に外部専門家と学級教員の３者で協議し，

対象学級の文脈に鑑みたデザインに修正した。こ

のワークショップは 年の３月に２日間（両

日とも約２時間）実施した。ファシリテーターは

外部専門家，参加者は児童４名と学級担任である。

参加者はワークショップで行なうインプロ・ゲー

ムの内容は知らず，また児童はインプロ・ゲーム

の経験をするのは今回がはじめてであった。ワー

クショップの様子はビデオカメラを利用して記録

した。

分析方法 ワークショップ中の発話を分析するた

めに動画でのやりとりを文字化した。その上で児

童らの （提案）に注目する。 はインプ

ロの基礎単位であり（ ），先行する発

話内容の継続「 （Göncü & Perone, 2005）」

に関与する。本研究では話題展開機能（河合 ）

を参考に発話機能・内容のカテゴリ表を作成した

（ ）。カテゴリの付与は複数付与を可能と

し，提案に関するすべての発話に付与した。今回

の分析では，ファッシリテーターの介入がほどん

どなかった「インプロネームの決定」のやりとり

と，ファッシリテーターが入りインプロ・ゲーム

を一緒に行っているときの発話機能と内容の特徴

について分析する。

 
結果と考察 

インプロネーム決定までのやりとりの発話とそ

れ以降の発話をカイ二乗検定で検定した結果，比

率の差が検出された（χ

）。残差分析の結果，「話題開始：提案」は，

インプロ・ゲーム中で多く，「話題継続：評価」と

「話題継続：挿入」は，ゲーム開始前の方が多か

った（いずれも ）。また「話題継続：質問」

と「勧誘」は有意傾向であった。紙幅の関係で「話

題継続：挿入」を中心に考察する。「話題継続：挿

入」は，他の話題が展開中に児童が自分の話題を

潜り込ませようとする発話である。この発話の周

辺の発話連鎖を確認したところ，第一成分になる

「質問」（話題の挿入）に対して，第二成分となる

応答がなく，異なる子どもがそれぞれに，挿入を

繰り返し行っていることが確認された。今後の課

題として，ワークショップの相互作用の中でどの

ように， に変化するかの分析が必要だ

と考えれれる。

ワークショップでの発話と頻度

カテゴリ名 定義 先行する発話との関係
前 後

話題開始：提案 アイデアの提案に関連する発話・行為。

話題継続:提案の拡張
先行する提案に関するアイデアの追加に関連する発
話・行為。

話題継続:評価 先行する提案に意味を加える発話。
話題継続:質問 提案の具体的内容を確認するための発話。

話題継続:代案としての提案
先行する提案が受け入れなかった場合の代案として、
示される発話。

話題継続:挿入 話題の継続中に別の話題を始める挿入的発話。

話題継続:指示
相手の行為を制御したり、自分の意図通りに動かそう
とする発話・行為。

話題継続:拒否 提案を拒むような発話・行為。
調整 状況を説明したり、確認するための発話。
ルールの共有・確認 ゲームのルールや自分たちなりのルールを共有
勧誘 一緒に参加するように促す発話・行為。

度数
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教育心理学の起源をさぐる
―師範学校における ―

大芦 治（千葉大学）
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問題と目的

教育心理学者の多くは，教育心理学という

領域がいつごろどのように成立したか，ほと

んど知らない。そこで，発表者は，この度，

教育心理学の起源と発展の歴史について調べ

てみようと思い立った。今回は，その結果の

一部を報告してみたい。

一般に教育心理学の創始者として知られ

ているのは である。

これは，彼が，彼がその著「一般教育学」の

なかで「科学としての教育学は，実践哲学と

心理学に依存する，前者は陶冶の目的を示し，

後者はその道と危険を示す」と述べた 船山

ことによると思われる。しかし，今日の

教育心理学と の哲学との間に直接的

な結びつきはほとんどない。

教育心理学や心理学史の概論書で

の次に教育心理学の歴史に関する記述がある

のは， が「

」のテキストを著したことについ

てである。こちらは，学習，評価などを軸と

した内容で，今日の教育心理学のベースにも

なっている。この著書は，出版されると，ほ

どなく教員養成教育の標準的なテキストとし

て広く使われることになった。すなわち，こ

の時点では，教育心理学という領域が成立し

ていて，大学の授業も行われていたことがわ

かる。

ここからいえるのは，教育心理学という領

域 は ， の 著 書 と

のテキストとの間のおよそ

百年のどこかで生まれ，形成されたと推定で

きることだ。しかし，既存の概論書にはこの

間の歴史に関する記述は何もない。

以上のような現状を踏まえ，発表者は以下

のようなことを検討してみたい。すなわち，

（ ）教育心理学が， の著書が出た

年から の著書が出版された

年までのどこの時点で誕生したのか，そ

して，（ ）それがどのような変遷，発展を遂

げながら の教育心理学に至ったか，

ということである。

方 法

まず，文献の少ないこの領域でまとった総

説のようなものはないか検索してみた。その

結果，この時代の教育心理学の歴史について

有益な情報がまとまって得られそうな文献は，

による以下の 件しか見当たら

なかった。

結果と考察

この 件の文献では，思想史的な系譜をた

どりながら教育心理学の歴史を探ることは事

実上放棄されていた。その代わりに

がとったアプローチは，アメリカの（主とし

て師範学校で行われた）教員養成教育のかな

で，心理学に関する科目がいつごろから，ど

のようにして開講されてきたかをたどってゆ

くことであった。最古の心理学関係の科目と

して確認できるのは， 年，マサチューセ

ッツ州のレキシントン師範学校で開かれたも

ので，“ ” というタイトル

だった。ただ，その後の発展は遅々たるもの

で，次に類似の科目の開講が確認できるのは

アイオワ大学師範学部

で 年に，さらに，ミズーリ大学師範カレ

ッ ジ

で 年に，そ

れぞれ，” ”が開講される

のを待たねばならなかった。また，”

”という名称から想像されるよう

に，これらの科目はスコットランド学派の哲

学をベースとするもので教養教育を志向する

側面が強く，今日の教育心理学とずいぶん異

なるものであった。教員養成教育に心理学

という科目が開設されるのは

年代を待たねばならなかった。
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